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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	   報 告 者 氏 名
	田中令江

	大 会 名
	IODA European Championship 2011

	開 催 地
	ポルトガル　タヴィラ

	大 会 期 間
	2011.7.2-10


	現地までの

旅程


	関西国際空港　国際線出発ロビー　集合
8:30

大阪（関西国際空港）　→　ヘルシンキ（ヘルシンキ）FINNAIR

ヘルシンキ（ヘルシンキ）　→　リスボン（リスボア）FINNAIR

リスボン（リスボア）　→　ファーロ（FARO AIRPORT）TAP-AIR

ファーロ　→　ラヴィラ　大会トランスポート　→　深夜　現地泊
空港で、セールを畳み4枚づつ２つのスーツケースに入れ預けました。スーツケースは1人1個だったので、超過の2つ分は予めインターネットで支払い、割引を受けました。

	旅行代理店
	HIS　梅田営業所　06-6359-5401

	渡航費用
	関西国際空港発　￥178920　/　人

	エントリー料
	選手　500ユーロ　/　大人　600ユーロ

	一人当たりの

　　宿泊費用


	大会期間中はエントリー料に含む

早期到着　チーム（選手・大人）　50ユーロ　×　2泊
サポーター　80ユーロ　×　10泊（早期到着・大会期間中分）

	一人当たりの食費
	大会期間中はエントリー料に含む

	　チャーター料金


	ＯＰ艇　　大会期間中　400ユーロ　/　早期到着　前日のみ無料
コーチボート　大会期間中　750ユーロ　/　早期到着　1日分　250ユーロ

	大会本部の対応
	大会本部は、大変親切で、問題があれば解決の為に努力をしてくれました。日本に比べると大変コンパクトな人数で運営していました。最初は、聞く相手がわかりませんでしたが、どのセクションの担当者が誰かがある程度わかってからは、こちらからの問合せの要領もよくなり特に不便は感じませんでした。

	チームリーダーミーティングの様子、内容
	コーチミーティングは、佐藤コーチにお任せしていました。

	選手達の様子で

気をつけたこと


	食事が食べられるかということと、ケガをしないように、ということに気をつけていました。また、どうしても気分が高揚しすぎるので、いつものペースで行動できるようにと考えていましたが、これが一番難しいことでした。

	食事に関して注意したこと
	大変暑かったので、飲物を切らさないように気をつけました。

食事は、全般的に大変たべやすいものでしたので、問題はありませんでした。

	セキュリティーに関して注意したこと
	特に心配が必要な感じではありませんでしたが、忘れ物の無いように気をつけていました。

	荷物に関して工夫したこと


	飛行機の預け荷物の重量制限がきびしくなってきているので、工具などの重いものは、予めある程度相談して、担当を決めて持っていくようにしました。また、布製のクーラーボックスは飲物の確保の際にも持っていってよかったと思います。

	日本との通信状況、手段
	電話は普通につながりますが、インターネット回線が遅く、また、会場では、無線が無料で使えましたが、ホテルでは時間制の過金であったため、やや苦労しました。街からはずれた夏だけのリゾート地のようなところでしたので、仕方ないと思います。

	他国チームとの国際交流の実施
	選手は、英語が心配、という気持ちが強いように感じたが、それよりも話したい気持ちが強い選手の方が積極的に打ち解けられるように見受けられました。Tシャツやはちまきの交換をきっかけにして、交流をすることができたと思います。

	持参した

食品、医療品等　
	医療品は、基本は各自がいつも使っている薬を持ってくる、としましたが、選手の親に医師がおられたので、処方薬を持参してもらえ、安心でした。
食料品は、最初から日本のものを出すと現地のものを食べなくなるので、体調が悪い時、と決めて、もしどんなに口に合わなくても、基本現地のものを食べるように事前に話をしました。ですが、思いがけず大変おいしく全く問題なかったので、結果的には持っていった日本食（おかゆなど）を食べる機会はありませんでした。

	次回参加者へ

　アドバイス
	日本でできないことは、現地でもできない、ということを理解して、練習も含め、準備を進めた方がよいと思います。海外遠征は、語学のことを心配しがちですが、それよりも大切なのは、日頃の生活などの海上以外の部分です。その部分でできないこと、やったことのない事が多くあるとストレスになり、海上でのレースの方にまで気が回らなくなります。また、待ち時間も長く、日本とはペースの違うことも多いので、柔軟性と意識の切り替えができることが必要だと思われます。

	ＪＯＤＡへの要望
	過去のNTの皆さんの積み重ねで培ってきたものを、次につなぐことができるよう、がんばりたいと思います。

	その他


	今回のヨーロッパ遠征にあたり、ご協力、応援頂いたJODA始め皆様方、ありがとうございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

